
市民と議会との対話集会

別府市議会別府市議会
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本日の進め方本日の進め方

議長あいさつ• 議長あいさつ
• 議会からのご報告

議会のしくみに いて議会のしくみについて
議会改革の取り組みについて
平成25年度の議事内容

• 市民の皆様との意見交換
• 終了のご挨拶

＊全体で、1時間30分程度と考えています。
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議会のしくみ議会のしくみ

市 村議会 「 表制• 市町村議会は「二元代表制」

議員内閣制（一元代表制）をとる国と違い 市町村議会は議員内閣制（ 元代表制）をとる国と違い、市町村議会は

市民によって選ばれた「市長」と「議会」のそれぞれの役割が
異なる「二元代表制」をとっています。

市長 議会

選ばれ方 選挙 選挙選ばれ方 選挙 選挙

意思決定の方法 独任制 合議制

主な役割 市の行政の様々な事業 市長によって提案され主な役割 市の行政の様々な事業
や予算などを提案する。

市長によって提案され
た内容を議決する。

意思決定の方向が異なる、「市長」と「議会」が、それぞれ異な
る役割を担いながら、適度な緊張感を持つことで、より民主的な
運営ができるようしたのが「二元代表制」です。 3



議会の主な役割議会の主な役割

議会に与えられた「権限」
• 議決

議会が果たすべき「機能」
• 市政運営のチェック機能

• 選挙（議長などの人事）

• 同意（副市長などの人事）

検査 監査の請求

• 民意吸収・反映機能

• 政策立案機能

• 検査・監査の請求

• 調査

• 意見書の提出意見書の提出

年に4回の本会議や委員会の活動、
政務調査活動

市民の皆様との交流

等を通じて役割を果たしています。
4



市民・市長・議会の関係市民・市長・議会の関係

市民
今回の対話集
会の目的

議員を選ぶ
・ 市長を選ぶ・

陳情する行政サービス
課題を伝える

課題を聞く
・報告する

陳情する行政サ ビス
を提供する

議会 市長
予算・条例などを提案

議会 市長
予算や条例等を議決・調査・検査
政策を提案する

5



議会改革の取り組み議会改革の取り組み

平成20年12月に、議会活動の活性化を図る為に
「行財政・議会改革特別委員会」が設置されました。

１．行財政改革 ＝ 「議会と行政のあるべき関係」
２．議会改革 ＝ 「議会・議員のあるべき形づくり」

１．議員定数や議会経費の削減

２．議会審議の充実
議会改革の
３大テーマ ２．議会審議の充実

３ 市民との対話の促進

３大テーマ

３．市民との対話の促進
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行財政・議会改革等推進特別委員会行財政・議会改革等推進特別委員会

（主な改革項目）
①議員定数の削減（第１期目）

②政務活動費の削減（第１期目）②政務活動費の削減（第１期目）

③一般行政視察費の削減（第１期目）③一般行政視察費の削減（第１期目）

④費用弁償の廃止（第２期目）④費用弁償の廃止（第２期目）
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議員定数の削減議員定数の削減
昭和６２年 ３６名から３３名の３名減昭和６２年 ３６名から３３名の３名減

平成１５年 ３３名から３１名の２名減平成１５年 ３３名から３１名の２名減

平成１９年 ３１名から２９名の２名減

平成２３年 ２９名から２５名の４名減

昭和６２年から延べ

１１名 議員定数削減１１名 議員定数削減
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議員定数の削減
１．議員定数・議会経費の削減

議員定数の削減

全国の類似する市の平均定数を調査して、平均よりも少なくしました。

36 

33  33 33 33

31

29

25
改選期ごとの議員定数の推移

S58 S62 H3 H7 H11 H15 H19 H23
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大分県下１４市の議員定数と議員１当たりの選挙人名簿登録者数

番号 市 ①議員定数 ②選挙人名簿登録者数
（H25.7.3現在）

③議員1人当たりの選挙人名簿登録
者数（②/①）

大分市 人 人 人/議員 人当たり1 大分市 44人 385,631人 8,764人/議員1人当たり

2 別府市 25人 100,136人 4,005人/議員1人当たり

3 日田市 22人 57,860人 2,630人/議員1人当たり3 日田市 22人 57,860人 2,630人/議員1人当たり

4 佐伯市 26人 65,730人 2,528人/議員1人当たり

5 中津市 28人 69,567人 2,485人/議員1人当たり

6 宇佐市 26人 49,624人 1,909人/議員1人当たり

7 臼杵市 23人 35,392人 1,539人/議員1人当たり

8 豊後大野市 22人 33 760人 1 535人/議員1人当たり8 豊後大野市 22人 33,760人 1,535人/議員1人当たり

9 由布市 21人 29,764人 1,417人/議員1人当たり

10 杵築市 20人 26,452人 1,323人/議員1人当たり10 杵築市 20人 26,452人 1,323人/議員1人当たり

11 津久見市 14人 17,172人 1,227人/議員1人当たり

12 国東市 22人 26,695人 1,213人/議員1人当たり

13 竹田市 18人 21,202人 1,178人/議員1人当たり

14 豊後高田市 20人 20,054人 1,003人/議員1人当たり10



議会費の削減状況議会費の削減状況

①議員定数削減・・・・・・３ ０８５万円①議員定数削減 ３，０８５万円

②政務活動費削減・・・・１，２３６万円

③一般行政視察削減・・・・・１３９万円

④費用弁償の廃止・・・・・・・・６０万円④費用弁償の廃止 ６０万円

⑤合計（①～④）・・・・・・４，５２０万円

議員任期１期【４年間】議員任期１期【４年間】
１億８，０８０万円
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議会経費の削減議 費

250,000,000

260,000,000 

240,000,000 

250,000,000 

改革により削減された経費は、

220,000,000 

230,000,000 
単年度で45,197,464円

任期4年だと、約1億8000万

200,000,000 

210,000,000 

180,000,000 

190,000,000 

H19年（改革前） H25年（現在）

費用弁償 594,000  0 

170,000,000 

視察の経費 4,640,000  3,250,000 

政務調査の経費 24,360,000  12,000,000 

議員の報酬 225,689,347  194,835,883  12



議会審議の改革議会審議の改革
①予算特別委員会の設置①

議員全員で集中審議を行うことにより予算議案の審査

の充実を図る

②常任委員会の再編

の充実を図る。

②常任委員会の再編

４委員会から３委員会に再編成して定数を増やし多様
な意見の反映を目指す。

③市民と議会との対話集会

な意見の反映を目指す。
任期を２年（旧１年）として委員の専門性を高める。

③市民と議会との対話集会

市民との意見交換を通じて『開かれた市議会』を構築
するする。
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予算特別委員会 設置

２．議会審議の充実

予算特別委員会の設置

改革前

• 審議は、議員が所属する分

改革後

• 審議は、全ての議員が参
野別の委員会ごとに別れて
実施

ビ

加して実施

• ケーブルTV等で生中継
• テレビ中継は無し

• 審議に市長は参加せず
• 審議には市長も参加

市民のみなさまの生活に大切な予算の提案に対して、
改革前よりも緊張感のある質疑が行われるようになりました改革前よりも緊張感のある質疑が行われるようになりました。
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常任委員会の再編
２．議会審議の充実

常任委員会の再編

改革前

• ４つの委員会で審議

改革後

• ３つの委員会に再編

• 各委員会の定数は6‐7名

• 任期は１年交代

総務企画消防委員会（9名）

観光建設水道委員会（8名）

厚生環境教育委員会（8名）

• 任期は２年任期 年

各委員会 定数を増やす と 多様な意見 反映を目指します各委員会の定数を増やすことで、多様な意見の反映を目指します。
任期も2年にして、各議員が専門性を高めることで、

内容の濃い議論が可能になりました。
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市民と議会との対話集会
３．市民との対話の促進

市民と議会との対話集会

議会 役割を 解 ただく• 議会の役割を理解していただく

• 議会の活動を知っていただく議会の活動を知 て ただく

• 市民の皆様の声を聴かせていただく

今年度は別府市今年度は別府市
内6か所で開催。

準備から運営まで準備から運営まで
議員の手作りで

す。
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市民と議会との対話集会市民と議会との対話集会
・議会の説明責任を果たします。

・市民との意見交換を通じて『開かれた市議会』をめざします。

①広報広聴委員会 ②対話集会①広報広聴委員会
・資料の作成
・重点課題の取扱いの決定
・重点課題協議結果等の広報

②対話集会
・対話集会会場での進行、記
録

・対話集会での意見等の集約重点課題協議結果等の広報
し、広報広聴委員会に報告

③議長
広報広聴委員会からの重点・広報広聴委員会からの重点
課題取扱方針に従って、常任
委員会及び執行部へ報告、
協議を要請

⑤執行部④常任委員会等
・課題の把握、検討、整理（所
管事務調査等）

⑤執行部
・課題に対する協議結果、対
応等の報告

常任委員会（所管事務調査
・政策提案、提言（本会議等
へ報告）

・常任委員会（所管事務調査
等）での説明
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平成２５年度一般会計・特別会計当初予算成 年度 般 特別 初 算

般会計の予算額は一般会計の予算額は、
４４１億６千万円で、億 千万円で、
前年度と比べて２．６％増

特別会計の予算額は特別会計の予算額は、
４３０億８，３００万円で、
前年度と比べて０．４％減
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主な条例議案の内容主な条例議案の内容

１）第１回定例会１）第１回定例会１）第１回定例会１）第１回定例会

◎特別職の常勤職員の給与及び旅費に関する条
例等 部改 等例等の一部改正について等

２）２回定例会２）２回定例会２）２回定例会２）２回定例会

◎別府市子ども・子育て会議条例の制定について
等等

３）３回定例会３）３回定例会

◎別府市障害のある人もない人も安心して安
全に暮らせる条例の制定について等全に暮らせる条例の制定について等
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１ 観光費１ 観光費１．観光費１．観光費
①誘客プロモーション事業①誘客プロモ ション事業

②インターネット宣伝広告事業

③コンベンション大会誘致事業

商 費商 費２．商工費２．商工費
①ＢＥＰＰＵわくわく建設券発行事業①ＢＥＰＰＵわくわく建設券発行事業

３ 教育費３ 教育費３．教育費３．教育費
①学校統合のための青山小学校校舎等建設
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誘客プロモーション事業誘客プロモーション事業
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インターネット宣伝広告事業インタ ネット宣伝広告事業
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コンベンション大会誘致助成事業コンベンション大会誘致助成事業
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青山小学校校舎等建設青山小学校校舎等建設
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意見書（議員提出議案）意見書（議員提出議案）

第１回定例会第１回定例会第 回定例会第 回定例会

◎中小企業の再生・活性化策の充実・強化を
求める意見書求める意見書

第２回定例会第２回定例会

◎ホテル・旅館等建築物の耐震化の促進に
関する意見書等関する意見書等

第３回定例会第３回定例会

◎「山の日」制定を求める意見書等
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市民と議会との対話集会
①北部地区公民館 ９月２６日（木） １９：００～２０：３０ １班

②西部地区公民館 ９月３０日（月） １９：００～２０：３０ ２班

③南部地区公民館 １０月 ２日（水） １９：００～２０：３０ １班

④朝日大平山地区公民館 １１月１７日（日） １９：００～２０：３０ ２班

⑤中部地区公民館 １０月１０日（木） １９ ００ ２０ ３０ １班⑤中部地区公民館 １０月１０日（木） １９：００～２０：３０ １班

⑥中央公民館 １０月１２日（土） １５：００～１６：３０ ２班

別府市議会 議長 吉冨 英三郎

班 議員１班 議員

山 本 一 成 加 藤 信 康
首 藤 正 泉 武 弘

２班 議員

堀 本 博 行 松 川 章 三
河 野 数 則 江 藤 勝 彦首 藤 正 泉 武 弘

永 井 正 平 野 文 活
黒 木 愛一郎 国 実 久 夫
市 原 隆 生 穴 井 宏 二

河 野 数 則． 江 藤 勝 彦
三ヶ尻 正 友 野 口 哲 男
松 川 峰 生 猿 渡 久 子
荒 金 卓 雄 森 山 義 治市 原 隆 生 穴 井 宏 二

野 上 泰 生 森 大 輔

荒 金 卓 雄 森 山 義 治
手 束 貴 裕 三 重 忠 昭
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